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証券コード 3671
平成29年３月15日

　

株 主 各 位
　

鹿児島市加治屋町12番11号
ソフトマックス株式会社
代表取締役社長 永 里 義 夫

　
第44期定時株主総会招集ご通知

　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第44期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否
をご表示いただき、平成29年３月29日（水曜日）午後６時までに到着するようご返送ください
ますようお願い申しあげます。

敬 具

記

１．日 時 平成29年３月30日（木曜日） 午前10時00分
２．場 所 鹿児島市新照院町41番１号

城山観光ホテル ４階ガレリア
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目的事項
報告事項 第44期（平成28年１月１日から平成28年12月31日まで）事業報告の内容

及び計算書類の内容報告の件
決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役１名選任の件
第３号議案 補欠監査役１名選任の件
第４号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

以 上

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年03月01日 10時06分 $FOLDER; 2ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類2

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し
あげます。

◎ 株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ホームページ
（アドレス http://www.s-max.co.jp）にて、修正後の内容を掲載させていただきます。
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（添付書類）
事 業 報 告

　

(平成28年１月１日から)平成28年12月31日まで
　
１．会社の現況に関する事項
（１）当事業年度の事業の状況
①事業の経過及びその成果

当事業年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善により緩やかな回復基調が継続したもの
の、上期においては、６月の英国のＥＵ離脱決定などによる株価の下落、円高の進行があり、また、下期に
おいても、米国の大統領選挙の結果を受け、年末にかけて株価が上昇、景気が上向く兆しはありますが、依
然として、先行き不透明な状態で推移しました。
当社の事業に係る医療分野では、医療機関の経営に影響を与える診療報酬改定が４月に行われ、本体部分
では引き上げとなったものの、薬価・材料部分の引き下げにより、全体ではマイナス改定となり、医療機関
をとりまく厳しい経営環境は続いております。本改定の趣旨には、中項目で「ＩＣＴを活用した医療連携や
医療に関するデータの収集・利活用の促進」についても明記され、前年も国が推奨していた、「医療分野の
ＩＣＴ化」という政策が、より具体的に推進される方向性が示されました。また、６月には、国の経済成長
戦略である「日本再興戦略２０１６」が閣議決定され、医療分野においては「世界最先端の健康立国へ」を
テーマに、世界に冠たる医療ＩＣＴ活用基盤の構築が掲げられました。鍵となる施策として、「ビッグデー
タの活用推進」、「ＡＩ、ＩoＴ等の医療分野での活用」が例示されていますが、これらの活用の基になる、
電子カルテの普及、クラウドによるデータ管理の重要性がより増してきております。一方、改正医療法に基
づく次年度からの「地域医療連携推進法人制度の創設」につきましても、全国各地で対応する動きがでてお
ります。個々の医療機関での対応は難しい面はあるものの、国の制度、施策、また資金面からのバックアッ
プ体制により、医療分野のＩＣＴ化による「地域医療連携」の普及推進、「地域包括ケアシステム」の構築、
「医療データの統合」による情報基盤の利活用などが、実現に向け進展しつつあります。
このような状況の下、当社では、Web型電子カルテシステムを中心に、同システムの導入率の低い中小
規模病院への拡販を従来どおり展開すると同時に、また一方では全国規模で医療施設を有する病院グルー
プ、地域医療の中核を担う有力病院グループ等へのクラウド対応システム導入のアプローチも進めてまいり
ました。その中で、当事業年度には、独立行政法人地域医療機能推進機構（略称：ＪＣＨＯ）の「クラウド
プロジェクト」対象病院のうち、６病院においてクラウド型医療情報システムが稼働し、売上高は大きく伸
びましたが、他システムとの連携、システム機能強化等に係る追加費用が増大したため、損益面は悪化する
こととなりました。また、開発・技術部門では、システムの機能強化、バージョンアップ等の品質向上に注
力するとともに、顧客医療機関に対するサポート体制の強化、顧客満足度の向上に努めてまいりました。
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以上の結果、当事業年度の業績は、売上高3,844,211千円（前期比27.2％増）、営業損失△145,807千円
（前期は営業利益67,607千円）、経常損失△108,702千円（前期は経常利益104,071千円）、当期純利益
1,091千円（前期比98.0％減）となりました。

【種類別の売上高の状況】
当事業年度の売上高を種類別にみてみますと、以下のとおりとなりました。

品 目 金 額 構成比 前期比

シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 2,007,174千円 52.2％ 38.5％増

ハ ー ド ウ ェ ア 813,327千円 21.1％ 27.7％増

保 守 サ ー ビ ス 等 1,023,709千円 26.7％ 9.7％増

合 計 3,844,211千円 100.0％ 27.2％増
　

②設備投資の状況
当事業年度における設備投資につきましては、特記すべき事項はありません。

　

③資金調達の状況
当事業年度における資金調達につきましては、特記すべき事項はありません。
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（２）財産及び損益の状況
第41期

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

第42期
自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

第43期
自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日

第44期 (当期)
自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

売 上 高（千円） 3,510,372 3,540,913 3,021,078 3,844,211

営業利益又は営業損失（△）（千円） 289,336 115,339 67,607 △145,807

経常利益又は経常損失（△）（千円） 275,692 146,574 104,071 △108,702

当 期 純 利 益（千円） 166,846 83,537 53,425 1,091

１株当たり当期純利益（円） 87円37銭 42円05銭 26円89銭 0円55銭

総 資 産（千円） 4,190,620 4,547,922 4,743,435 4,446,110

純 資 産（千円） 1,661,162 1,665,240 1,639,110 1,600,472

　
（３）重要な親会社及び子会社の状況

該当事項はありません。

　
（４）対処すべき課題

わが国の医療・介護分野の需要がますます増大、多様化していく中、当社は、医療情報システムに特化
し、市場の成長をとらえた事業の推進を図ってまいりました。近年、医療機関の経営は、より一層の効率
化、質の高い医療サービスの提供が求められており、医療情報システムの役割も、診療データの記録という
一次利用から、共有・統計・分析など、データの二次利用への要求が高まっています。当社の総合医療情報
システムの核となるWeb型電子カルテシステムは、システムで管理される膨大なデータを基にした、多目
的検索エンジンの機能、クラウドによるデータ管理の推進等により、医療情報の共有化に対応しており、医
療機関の「医療の質の向上」と「経営改革」に寄与するものと思われます。当社としては、医療情報の共有
化は地域医療連携に進展していくことから、Web型電子カルテシステムの特徴を活かし、クラウドをベー
スとした、広域、グループでの医療情報連携を推進していくことを今後の事業展開の柱と考えており、加え
て、不慮の事故による診療データの喪失等に対応するため、医療機関の診療データをデータセンターでお預
かりするバックアップサービスのご提供など、医療情報システムを通してわが国の医療に貢献してまいりま
す。

　 当社は、このようなを経営方針を具現化するため、以下の課題に取り組む所存であります。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年03月01日 10時06分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類6

　 ① 収益基盤の強化
当社の当期業績は、売上高は過去最高を記録したものの、売上総利益は計画を下回り、安定した利益を
生む企業体質への改革が急務であります。組織面では、技術部門のグループ統合、また人員の再配置を行
い、利益を生む体質へリフォメーションしてまいります。また取引面においても、厳格なコスト管理を行
いつつ、顧客満足度を向上させ、収益基盤の強化を進めてまいります。

② 顧客満足度の向上
当社は、長年蓄積されたノウハウを活かし、医療機関のニーズに応え、また、国の医療政策に適応すべ
く、システムの開発、機能強化を進めてまいりましたが、顧客ニーズに合致した、さらなる品質の向上を
図り、安全性と信頼性のある製品の提供に努めてまいります。また、システム稼働後の、サポート体制の
品質を向上させるため、顧客満足度の調査を行い、顧客への迅速的確な対応を推進してまいります。

③ 営業基盤強化、ブランド力アップ
当社は、全国的な営業展開、特に東日本地域での営業基盤拡大を目指しておりますが、従来の営業手法
を刷新し、病床規模に対応した営業体制の強化、フォーカスエリア、対象とする病院の明確化等、新たな
営業展開を強化してまいります。また、医療、医療機関に係るマーケットの各種情報をいち早くとらえ、
お客様のニーズに応えられるきめ細かい提案型営業を積極的に行ってまいります。さらには、ブランド力
のアップを図るため、広報活動を充実・強化してまいります。
　
④ 人材の育成、教育
今後の医療情報システムの導入案件の増加に対応するためには、技術、開発各部門人員のレベルアップ
のための教育、キャリアパスが不可欠になります。レベルアップした人員の適正配置により、顧客満足度
の向上と、原価低減に努めてまいります。さらに、サービスの多様化やシステムの機能充実へ対応すべ
く、社員のキャリアマップを作成し、個々に必要な知識習得を推進することにより、一層のレベルアップ
を図り、お客様のニーズに応えられる人材の育成と体制強化を行ってまいります。

　

（５）主要な事業内容
当社は、主として次の事業を行っております。
① 総合医療情報システムの開発・販売及び導入指導業務
② ソフトウェア・ハードウェア保守業務
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（６）主要な事業所（平成28年12月31日現在）
名 称 所 在 地

本 店 鹿児島県鹿児島市

本 社 東京都品川区

東 京 支 店 東京都品川区

仙 台 営 業 所 宮城県仙台市

秋 田 営 業 所 秋田県秋田市

名 古 屋 支 店 愛知県名古屋市西区

大 阪 支 店 大阪府大阪市淀川区

福 岡 支 店 福岡県福岡市博多区

熊 本 営 業 所 熊本県熊本市

宮 崎 営 業 所 宮崎県宮崎市

本 店 営 業 部 鹿児島県鹿児島市
（注）上記のほか、国内５か所に出張所を設置しております。

　
　

（７）従業員の状況（平成28年12月31日現在）
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

１８０名 ４名減 ４０．１歳 ９．６年
（注）１．従業員数は就業人員数であります。

２．上記従業員数には、パートタイマー11名は含まれておりません。
　

（８）主要な借入先の状況（平成28年12月31日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

百万円
株 式 会 社 鹿 児 島 銀 行 １，２０７
　

（９）その他会社の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．会社の株式に関する事項（平成28年12月31日現在）

（１）発行可能株式総数 6,446,000株

（２）発行済株式の総数 1,986,500株
(うち自己株式47株)

（３）株 主 数 1,294名

（４）大 株 主
株 主 名 持 株 数 持株比率

株 ％
株 式 会 社 リ ン ク ス 500,000 25.17

野 村 俊 郎 418,000 21.04

株 式 会 社 青 雲 98,800 4.97

株 式 会 社 鹿 児 島 銀 行 80,000 4.03

宗 教 法 人 観 光 寺 48,000 2.42

ソ フ ト マ ッ ク ス 従 業 員 持 株 会 35,300 1.78

永 里 義 夫 28,000 1.41

中 園 政 秀 26,500 1.33

森 田 道 知 22,600 1.14

溝 口 幸 正 20,000 1.01

医 療 法 人 ク オ ラ 20,000 1.01
（注）持株比率は、自己株式を除く発行済株式の総数に対する持株数の割合であります。
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３．会社役員に関する事項

（１）取締役及び監査役の状況（平成28年12月31日現在）
会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役会長 野 村 俊 郎 ―

代表取締役社長 永 里 義 夫 ―

取締役上級副社長 田 中 慎 二 東日本地区営業統括担当兼マーケティング本部担当

常 務 取 締 役 南 秀 行 ヘルスケアシステム開発事業部担当

常 務 取 締 役 島 森 千恵子 ヘルスケアシステム技術部担当

常 務 取 締 役 濵 平 耕 一 管理本部担当

取 締 役 松 島 努 関東・東北地区統括担当兼東京支店長

取 締 役 武 藤 哲 司 九州・中国地区統括担当

取 締 役 福 元 紳 一 福元法律事務所所長 弁護士

常 勤 監 査 役 稲 村 修 一 ―

監 査 役 髙 瀬 学 ―

監 査 役 徳 留 利 幸 税理士法人甲南総合会計代表社員 税理士
（注)１．取締役福元紳一氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

また同氏につきましては、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所へ届け出ております。
２．監査役髙瀬学氏及び徳留利幸氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
また両氏につきましては、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所へ届け出ております。
３．監査役福永大悟氏は、平成28年３月30日開催の第43期定時株主総会終結の時をもって、任期満了により監査役を退任いたし
ました。
４．常務取締役（西日本地区営業統括担当）大山初雄氏は、平成28年12月31日付で辞任により取締役を退任いたしました。
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（２）責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項に基づき、社外取締役及び監査役との間において、会社法第423条第１
項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が
定める額としております。なお、当該限定責任が認められるのは、当該社外取締役及び監査役が責任の原
因となった職務執行について、善意でかつ重大な損失がないときに限られます。

（３）役員報酬等の総額
区 分 支 給 人 数 報 酬 等 の 額

取 締 役 １０名 117,020千円
（うち社外取締役） 　（１名） （1,000千円）
監 査 役 ４名 9,045千円
（うち社外監査役） （３名） （2,800千円）
合 計 １４名 126,065千円
（うち社外役員） （４名） （3,800千円）

（注)１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．取締役の報酬限度額は、平成18年３月30日開催の第33期定時株主総会において年額200百万円以内（ただし、使用人分給与
は含まない。）と決議いただいております。
３．監査役の報酬限度額は、平成15年３月７日開催の第30期定時株主総会において年額30百万円以内と決議いただいております。
４．上記の支給人数及び報酬等の額には、平成28年３月30日付で退任した監査役１名及び平成28年12月31日付で退任した取締
役１名分が含まれております。
５．上記報酬等の額には、当事業年度における役員退職慰労引当金繰入額6,324千円（取締役９名分6,079千円、監査役１名分
245千円）が含まれております。
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（４）社外役員に関する事項
　 当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取締役 福 元 紳 一

当社取締役就任以降開催された取締役会15回のすべてに
出席し、弁護士という立場での企業法務の観点から、また、
多くの企業の経営相談に携わった経験をもとに、取締役会の
意思決定の妥当性・適正性の確保、取締役の職務執行に関す
る重要事項について、助言・発言を行っております。

監査役 髙 瀬 学

当事業年度に開催された取締役会20回のうち19回に出席
し、監査役会については100％の出席率でありました。上場
会社の管理職の経験をもとに、取締役会の意思決定の妥当
性・適正性を確保するための発言を行うほか、監査役会にお
いて、監査結果の意見交換、監査役の職務執行に関する重要
事項について協議を行っております。

監査役 徳 留 利 幸

当社監査役就任以降開催された取締役会15回のうち13回
に出席し、監査役会については100％の出席率でありまし
た。税理士としての企業会計・税務の専門性、また、多くの
企業の経営に係った経験をもとに、取締役会の意思決定の妥
当性・適正性を確保するための発言を行うほか、監査役会に
おいて、監査結果の意見交換、監査役の職務執行に関する重
要事項について協議を行っております。
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４．会計監査人に関する事項

（１）会計監査人の名称
有限責任監査法人トーマツ

　

（２）会計監査人の報酬等の額
報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 19,500千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 19,500千円
（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の会計監査人の監査に対する報酬等の額と金融商品取引法上の監査

に対する報酬等の額等を明確に区分しておらず、かつ、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬
等の額には、これらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査
計画の内容、職務遂行状況及び報酬見積りの算定根拠などが適切であるかについて必要な検証を行い、検討した結果、会計監査
人の報酬額について、会社法第399条第１項の同意を行っております。
　

　
（３）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総
会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合
は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役
は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたし
ます。
　なお、取締役会が、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、
会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とすることを監査役会に請求し、監査役会はその
適否を判断したうえで、株主総会に提出する議案の内容を決定いたします。
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５．業務の適正を確保するための体制
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保す
るための体制についての決定内容の概要及び運用状況は以下のとおりであります。
（１）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　①当社は、社会から信頼され、社会的責任を果たす永続企業であるためには、コンプライアンスの徹底が経
営の重要課題であると認識しております。このような考えのもと、当社は、平成17年９月１日に「企業行
動基準」を制定し、全役職員が高い倫理観に基づいて行動し、公正かつ透明性の高い経営体制の確立を目
指しております。また、同基準の具体的な行動指針として、「コンプライアンスガイドライン」を定め、
その運用管理を担当するコンプライアンス委員会も設置しております。代表取締役社長を委員長（コンプ
ライアンス全体に関する総括責任者）として、コンプライアンス体制の構築、維持及び整備を行ってまい
ります。

　②当社は、法令遵守体制の監視及び業務執行の適切性の確保を目的として、代表取締役社長直轄の組織であ
る内部監査室を設置しております。内部監査室は、各業務が法令、定められた社内規程に従って、適正か
つ合理的に執行されているか定期的に監査し、その結果を代表取締役社長に報告するとともに、問題があ
る事項については、速やかな改善要請を各部署へ指示しております。また、監査役とも連携し、職務執行
内容が法令及び定款、関連諸規程に準拠して適正に行われているか問題の有無を調査し、必要に応じて取
締役会へ報告しております。

　③当社は、取締役及び使用人が社内外（常勤監査役・担当取締役・顧問弁護士）に匿名で相談・申告できる
内部通報制度を設け、コンプライアンスに関する相談または不正行為等の通報の受け皿とすることによ
り、コンプライアンスの重要性を共有する体制を構築しております。

（２）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　①当社は、株主総会、取締役会等重要な会議の議事録、経営及び業務執行に関わる重要な情報については、
法令及び「文書管理規程」「情報開示管理規程」等の関連規程に従い、適切に保存及び管理しております。

　②経営に関する重要情報については、閲覧権限を明確化し周知徹底するとともに、その取扱いに関する全役
職員への教育を実施し、情報管理体制の強化を図ってまいります。また、関連規程については、必要に応
じて適時見直し、改善を図ってまいります。

　
（３）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　①当社は、会社の経営危機、リスクに対する対処方法及び管理の体制等について定めた「危機管理規程」を
平成17年９月１日に制定し、当該規程にそって適切な危機管理体制を整備しております。

　②危機発生を未然に防ぐため、内部監査室は、定期的に業務監査実施項目及び実施方法を検証し、法令定款
違反その他の事由に基づき、損失の危険のある業務執行行為が発見された場合には、発見された危険の内
容及びそれがもたらす損失の程度等について直ちに担当部署に通報するとともに、各担当取締役と連携し
ながら、リスクを最小限に抑える体制を構築しています。

　③有事の際は、「危機管理規程」に従い、代表取締役社長が対策本部を設置し、必要に応じて顧問弁護士等
と迅速な対応をとれる体制をとっております。
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（４）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　①当社は、取締役会を毎月開催するほか、同会議での決議を迅速、且つ円滑に行うため、取締役、執行役員
及び部門責任者から構成する「経営会議」を、毎月定期的に開催しております。当社は、経営会議を、取
締役会に次ぐ意思決定機関と位置づけ、経営に係わる諸事項の審議を行うとともに、取締役会で承認され
た中期経営計画及び単年度事業予算の組織毎の目標・方針・重点施策に関し、目標の達成状況、方針・施
策の展開状況を月次・四半期毎にチェックする業績管理も行っております。代表取締役社長は、乖離に対
する是正を各担当取締役、執行役員に指示することにより、業務執行を適切に管理しております。また、
これらの審議のために必要な情報については、ＩＴを活用することにより、迅速かつ的確に各取締役が共
有する体制になっております。

　②業務執行については、「職務権限規程」、「職務分掌規程」その他の関連規程に基づき、全役職員の職務分
担、権限を明確化し、適正な管理水準を維持できる体制としております。さらに、平成23年12月に執行
役員制度が導入されたことにより、経営と業務執行の分離が明確になり、より効率的な体制となっており
ます。

（５）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及び当
該使用人の取締役からの独立性に関する事項並びに当該使用人に対する監査役の指示の実効性の確保に関
する事項

　①当社は、監査役の職務を補助する使用人を設置しておりません。但し、監査役からの求めに応じて職務を
補助するための使用人を置くこととし、その人事については事前に取締役と監査役が意見交換を行い、決
定することといたします。

　②監査役の職務を補助すべき使用人を置く場合、当該使用人への指揮権は、監査役に移譲されたものとし、
取締役の指揮命令は受けないことといたします。
③監査役の職務を補助すべき使用人が、他部署の使用人を兼務する場合は、監査役に係る業務に優先して従
事するものといたします。
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（６）当社の監査役への報告に関する体制及び報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱い
を受けないことを確保するための体制

　①監査役は、取締役会及び経営会議等の業務執行の重要な会議へ出席し、意見を述べるとともに、当社にお
ける重要事項や損害を及ぼす恐れのある事実等について、報告を受けることができる体制になっていま
す。

　②取締役及び使用人は、当社に重大な損失を及ぼすおそれのある事項、違法または不正行為を認知した場合
の他、会議の決定事項、重要な会計方針・会計基準及びその変更、内部監査の実施状況、その他必要な重
要事項を、監査役に報告することとしています。
③上記の報告体制に関する実効性を確保するため、「監査役会規程」、「監査役監査基準」に基づき、その当
該体制を明確化し、取締役及び使用人に対して周知いたします。
④当社は、内部通報制度を通じた通報を含め、監査役に報告したものに対し、当該通報・報告をしたこと
を理由として、解雇その他の不利な取扱いを行わないこととし、これを取締役及び使用人に周知徹底い
たします。

　
（７）監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項及びその他監査役の監
査が実効的に行われることを確保するための体制
①当社は、監査役から、その職務の執行について生ずる費用等の請求があった場合には、当該費用等が監査
役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかにこれに応じるものといたします。

　②監査役は、会計監査人及び内部監査担当と意見交換や情報交換を行い、連携を保ちながら、必要に応じて
調査及び報告を求めることができる体制になっています。

　③監査役は、代表取締役と定期的に会合をもち、会社の課題、取り巻くリスク、監査上の課題等について意
見交換を行い、相互認識と信頼関係を確保できる体制になっています。

（８）反社会的勢力排除に向けた基本方針及び体制
　①当社は、反社会的勢力の排除は、企業に課された重要な社会的責任としての取り組みであると認識し、そ
のような団体・個人には、毅然とした態度で臨み、不当・不法な要求には応じず、一切の関係を遮断する
ことを基本方針としております。

　②基本方針を役員及び従業員全員に周知徹底するとともに、平素より関係行政機関などからの情報収集に努
め、事案の発生時には関係行政機関や法律の専門家と緊密に連絡を取り、組織全体として速やかに対処で
きる体制になっています。また、信用調査等の情報活用により、反社会的勢力との接触を事前に防止でき
る体制を構築してまいります。

（９）財務報告の信頼性確保のための体制
当社は、財務報告の信頼性の確保及び適正な財務諸表を作成するため、金融商品取引法の定めに従って、
適正かつ有効な評価ができるよう内部統制システムを構築し、適切な運用を行うことにより、財務報告の信
頼性と適正性を確保できる体制を構築してまいります。
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上記内部統制システムの基本方針の運用状況の概要は、以下のとおりであります。

①取締役会及び経営会議を毎月開催し、法令等で定めのある事項を審議するとともに、全社的な目標の
進捗状況を確認し、また各部門においては、担当役員が職務分掌規程等に従い、その目標達成のための
具体的な目標、行動計画を定め報告しております。

　
②取締役会その他の重要な会議の議事録は開催ごとに作成、保管されており、また稟議書等職務の執行に
係る重要な書類等も適切に保管、管理しております。

　
③監査役は、取締役会及び経営会議に毎回出席しており、代表取締役との意見交換も行っております。ま
た、会計監査人及び内部監査部門とも定期的に意見交換を行い、実効性のある監査を行っております。

　
④規程の改定、新たな法令改正等については、逐一コンプライアンス情報として全役職員に配信するとと
もに、社内システム上でいつでも最新の情報が閲覧できる状態にしております。また、新入社員の入社
時コンプライアンス研修も欠かさず実施しております。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
以上のご報告における記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（平成28年12月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 2,657,516 流 動 負 債 892,269
現 金 及 び 預 金 1,571,389 支 払 手 形 373,804
受 取 手 形 4,447 買 掛 金 215,069
売 掛 金 709,538 １年内返済予定の長期借入金 27,540
商 品 518 リ ー ス 債 務 796
仕 掛 品 323,587 未 払 金 146,784
貯 蔵 品 701 未 払 費 用 940
前 払 費 用 35,465 未 払 法 人 税 等 1,792
繰 延 税 金 資 産 1,349 未 払 消 費 税 等 39,341
そ の 他 10,519 前 受 金 53,605

固 定 資 産 1,788,593 預 り 金 26,853
有 形 固 定 資 産 737,032 前 受 収 益 5,740
建 物 212,078 固 定 負 債 1,953,368
構 築 物 1,034 長 期 借 入 金 1,480,425
車 両 運 搬 具 1,684 リ ー ス 債 務 862
工 具 器 具 備 品 8,007 退 職 給 付 引 当 金 319,459
土 地 512,647 役員退職慰労引当金 134,906
リ ー ス 資 産 1,580 そ の 他 17,715
無 形 固 定 資 産 177,143
ソ フ ト ウ ェ ア 823 負 債 合 計 2,845,637
ソフトウェア仮勘定 169,506 純 資 産 の 部
そ の 他 6,813 株 主 資 本 1,600,472
投資その他の資産 874,417 資 本 金 424,250
投 資 有 価 証 券 29,936 資 本 剰 余 金 285,400
関 係 会 社 株 式 10,000 資 本 準 備 金 285,400
出 資 金 50 利 益 剰 余 金 890,918
繰 延 税 金 資 産 136,516 利 益 準 備 金 7,459
投 資 不 動 産 657,868 そ の 他 利 益 剰 余 金 883,458
そ の 他 40,046 繰 越 利 益 剰 余 金 883,458

自 己 株 式 △95
純 資 産 合 計 1,600,472

資 産 合 計 4,446,110 負 債 ・ 純 資 産 合 計 4,446,110
（注） 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
(自 平成28年１月１日)至 平成28年12月31日

（単位：千円）

科 目 金 額
売 上 高 3,844,211
売 上 原 価 3,215,508
売 上 総 利 益 628,702

販売費及び一般管理費 774,510
営 業 損 失 （△） △145,807

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 259
受 取 賃 貸 料 73,239
そ の 他 435 73,934

営 業 外 費 用
支 払 利 息 12,663
賃 貸 費 用 22,634
そ の 他 1,531 36,829
経 常 損 失 （△） △108,702

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 131,495 131,495
税 引 前 当 期 純 利 益 22,792
法人税、住民税及び事業税 7,321
法 人 税 等 調 整 額 14,379 21,701
当 期 純 利 益 1,091

（注） 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
(自 平成28年１月１日)至 平成28年12月31日

（単位：千円）

株 主 資 本

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計資本

準備金
資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益
剰余金

利益
剰余金
合計繰越利益

剰余金
当 期 首 残 高 424,250 285,400 285,400 7,459 922,096 929,556 △95 1,639,110 1,639,110

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △39,729 △39,729 △39,729 △39,729

当 期 純 利 益 1,091 1,091 1,091 1,091

当期変動額合計 ー ー ー ー △38,638 △38,638 ー △38,638 △38,638

当 期 末 残 高 424,250 285,400 285,400 7,459 883,458 890,918 △95 1,600,472 1,600,472

（注） 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
１．重要な会計方針
（1）資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法
子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券
　時価のないもの 移動平均法による原価法

② たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品 移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法により算定）

仕掛品 個別法による原価法
（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法により算定）

貯蔵品 最終仕入原価法

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに平成28年4月1日以
降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。
（会計方針の変更）
法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実
務対応報告第32号平成28年6月17日）を当事業年度から適用し、平成28年4月1日以降に取得した建物附
属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。
　 なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。
また、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 15～50年
構築物 10～20年
車両運搬具 ４～６年
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② 無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、市場販売目的のソフトウェアについては、見込販売収益に基づく償却額と残存有効期間（3年）
に基づく均等配分額とを比較し、いずれか大きい額を計上する方法によっております。

　
③ リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　
（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金
債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 受注損失引当金
売上時に損失が見込まれるプロジェクトに備えるため、当事業年度末手持プロジェクトのうち損失が見
込まれ、かつ、損失を合理的に見積もることができる物件について、当該損失見込額を計上しておりま
す。

③ 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務（簡便法の自己都合退職による期
末要支給額）を計上しております。

④ 役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程（内規）に基づく当期末要支給見込額を計
上しております。

（4）収益及び費用の計上基準
受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準
① 当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる受注契約
進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）

② その他の受注契約
検収基準
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（5）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① 繰延資産の処理方法
　 株式交付費・・・支出時に全額費用として処理しております。
　
② 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

２．貸借対照表に関する注記
（1）担保資産及び担保付債務
① 担保に供している資産
建 物 183,764千円
土 地 381,912千円
投資不動産 618,001千円
計 1,183,678千円

　

② 担保に係る債務
長期借入金 1,065,000千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 179,509千円

（3）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
　短期金銭債権 1,201千円
　短期金銭債務 436千円

（4）期末日満期手形
期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当事業年度の
末日は金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれております。
　支 払 手 形 48,408千円

３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高
売上高 56,577千円
仕入高 26,288千円
その他 17,905千円
合計 100,771千円
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４．株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の種類及び総数

発行済株式の種類 当事業年度期首株式数 当事業年度末株式数

普通株式 1,986,500株 1,986,500株

（2）自己株式の種類及び数

自己株式の種類 当事業年度期首株式数 当事業年度末株式数

普通株式 47株 47株

（3）配当に関する事項
① 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

平成28年３月30日
定時株主総会 普通株式 39,729 20 平成27年12月31日 平成28年３月31日

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの
平成29年３月30日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提
案しております。
（イ）配当金の総額 39,729千円
（ロ）１株当たり配当額 20円
（ハ）基準日 平成28年12月31日
（ニ）効力発生日 平成29年３月31日

　 なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。
　

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産発生の主な原因別の内訳
退職給付引当金 96,269千円
役員退職慰労引当金 41,407千円
未払事業税 355千円
その他 3,489千円
繰延税金資産小計 141,521千円
評価性引当額 △3,655千円
繰延税金資産合計 137,865千円
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６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

当社は、短期的な運転資金や設備投資に必要な資金は主に銀行借入により調達しております。営業債権で
ある受取手形、売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。借入金は、主に運転資金及び設備投資に
必要な資金の調達を目的としたものであります。借入金の一部は変動金利によるものであり、金利変動リス
クに晒されております。

（2）金融商品の時価等に関する事項
平成28年12月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません。

（単位：千円）

貸借対照表計上額 時価 差額

（1）現金及び預金 1,571,389 1,571,389 －

（2）売掛金 709,538 709,538 －

資産計 2,280,927 2,280,927 －

（1）支払手形 373,804 373,804 －

（2）買掛金 215,069 215,069 －
（3）長期借入金（１年内返済予
定のものを含む） 1,507,965 1,510,514 2,549

負債計 2,096,838 2,099,388 2,549
（注）１．金融商品の時価の算定方法

資 産
（1）現金及び預金、（2）売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま
す。

負 債
（1）支払手形、（2）買掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま
す。

（3）長期借入金
固定金利による長期借入金は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する
方法によっております。変動金利による長期借入金は、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は実行後大き
く異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられ、当該帳簿価額によっております。
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２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：千円）

区分 貸借対照表計上額

非上場株式 29,936

関係会社株式 10,000

これらについては市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて
困難と認められることから、上表には含めておりません。

７．賃貸等不動産に関する注記
（1）賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、鹿児島県及び福岡県その他の地域において、賃貸オフィス及び駐車場等の賃貸不動産を有して
おります。

（2）賃貸等不動産の時価等に関する事項
当該賃貸等不動産の貸借対照表計上額及び時価は、次のとおりであります。

（単位：千円）

貸借対照表計上額 時価

854,694 786,972
（注）１．貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当事業年度末の時価は、不動産鑑定評価基準に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）で
あります。
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８．関連当事者との取引に関する注記
　 親会社及び法人主要株主等

（単位：千円）

種類 会社等の
名称

議決権等の所有
(被所有) 割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

その他の
関係会社

株式会社
リンクス

（被所有）
直接
25.18％

不動産管理
ホテル運営

本店社屋の
賃借 17,617 前払費用 1,159

（注）１．上記金額のうち、取引金額については、消費税等は含まれておらず、期末残高には、消費税等が含まれております。
２．当社の主要株主であり代表取締役会長の野村俊郎が議決権の100％を直接所有している会社であり、「役員及び個人主要株
主等」に該当する会社であります。
３．取引条件及び取引条件の決定方針等

賃借料については、近隣の取引実勢に基づいて決定しております。
　

９．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 805円 69銭
（2）１株当たり当期純利益 0円 55銭

10．重要な後発事象に関する注記
　 該当事項はありません。
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成29年２月10日

ソフトマックス株式会社
　取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 工 藤 重 之 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 竹 之 内 髙 司 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ソフトマックス株式会社の平成28年１月１
日から平成28年12月31日までの第44期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその
附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書
に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて
いる。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実
施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な
虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明
するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査役会は、平成28年１月１日から平成28年12月31日までの第44期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、当期の監査方針、業務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について
報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。
（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、監査の分担等に従い、
取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと
もに、以下の方法で監査を実施いたしました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状
況を調査いたしました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その
他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に
定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シス
テム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求め、意見を表明いたしました。なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び有限責任
監査法人トーマツから当該内部統制の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査
人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる
事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している
旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、内部統制システムに関す
る事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。なお、財
務報告に係る内部統制については、本監査報告書の作成時点において開示すべき重要な不備はない旨の報
告を取締役等及び有限責任監査法人トーマツから受けております。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人の有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年２月10日
ソフトマックス株式会社 監査役会

常勤監査役 稲 村 修 一 ㊞
社外監査役 髙 瀬 学 ㊞
社外監査役 徳 留 利 幸 ㊞

以 上
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株主総会参考書類
　
議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の処分の件
当期の剰余金の処分につきましては、当期の業績及び財務状況並びに今後の事業展開等を勘案し、１株に
つき２０円とさせていただきたいと存じます。
（期末配当に関する事項）
① 配当財産の種類
金銭といたします。

② 株主に対する配当財産の割当に関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき２０円 配当総額39,729,060円

③ 剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年３月31日といたしたいと存じます。

第２号議案 取締役１名選任の件
今後の更なる事業基盤の拡充、経営体制の一層の強化を図るため、取締役を増員し、新たに１名の選任を
お願いするものであります。
取締役候補者は、次のとおりであります。
氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当

社株式の数

齊藤　克司
さいとう か つ し

（昭和35年10月25日）

昭和59年４月 ㈱鹿児島ビジネスコンピュータ（現ソフトマッ
クス㈱）入社

平成19年４月 当社 鹿児島ソリューションシステム部長
平成22年１月 当社 取締役営業部長兼鹿児島支店長
平成23年12月 当社 執行役員部長鹿児島支店長
平成25年６月 当社 ソリューション部部長
平成27年１月 当社 執行役員ソリューション部部長（現任）

3,300株

（注）１．取締役候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
２．取締役候補者の所有する当社株式の数には、ソフトマックス従業員持株会名義の株式数を含めて
記載しております。
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第３号議案 補欠監査役１名選任の件
法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役１名の選任をお願いするものであり
ます。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は、次のとおりであります。
氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び重要な兼職の状況 所有する当

社株式の数

福
ふくなが
永 大悟

だ い ご

（昭和22年８月22日）

昭和47年10月 福岡印刷センター協業組合入社
平成 ８年10月 鹿児島大学教養部講師（非常勤）
平成16年３月 当社 監査役
平成19年６月 グリーンコープかごしま生活協同組合監事（現

任）
平成23年６月 生活協同組合グリーンコープ連合監事
平成28年３月 当社 監査役退任

―

（注）１．補欠監査役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．福永大悟氏は、社外監査役候補者であります。
３．福永大悟氏を補欠監査役候補者とした理由は、これまでの当社の監査役、協同組合監事としての
経験、実績等を当社の監査体制強化に活かしていただくためであります。

　
第４号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
平成28年12月31日付をもって取締役を辞任されました大山初雄氏に対し、在任中の労に報いるため、当
社所定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈することといたしたく存じます。
なお、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は、取締役会にご一任願いたく存じます。
同氏の略歴は次のとおりであります。

氏 名 略 歴

大
おおやま
山 初雄

は つ お

平成７年８月 ㈱鹿児島ビジネスコンピュータ（現ソフトマッ
クス㈱）取締役

平成10年９月 同社 常務取締役
平成13年１月 当社 常務取締役
平成28年12月 当社 取締役辞任

以 上
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城山観光ホテル
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水族館口

城山入口黎明館

鹿児島
医療センター

城山トンネル

新上橋

株主総会会場ご案内図
　
　
会 場：
城山観光ホテル ４階ガレリア
鹿児島県鹿児島市新照院町41番１号
TEL 099－224－2211
URL http://www.shiroyama-g.co.jp

交通のご案内：
車をご利用の場合
鹿児島空港より約40分
鹿児島中央駅より約10分
天文館より約10分

シャトルバスご利用の場合
ホテルのシャトルバス（無料送迎）が30分間隔
で運行しております。詳細なシャトルバスの運行
状況につきましては、ホテルホームページにてご
確認ください。
鹿児島中央駅西口より約35分
中央ターミナルビルより約25分
天文館より約15分
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